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広報 わじま

まゆ玉作りに挑戦

正月飾りとして昔から伝わる「まゆ玉」 作りに子どもたち

が挑戦しました。

年配者に教えてもらいながら、紅白の餅を付けて梅にみた

てた枝に、縁起物の飾りを付けながら新年の訪れを感じてい

ました。
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謹
賀
  
新
年

輪島市長
　梶　文秋 魅

力
溢
れ
る
安
全
・
安
心
で

       　

活
気
あ
る
輪
島
を
目
指
し
て

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素
よ
り
市
政

に
対
し
ま
し
て
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
か
え
り
ま
す
と
、
3
月
に

日
本
全
体
を
震
撼
さ
せ
た
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
、
東
北
・
関
東
地
域
の
沿
岸
部
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
地
震
、
津
波
、
豪

雨
な
ど
の
自
然
災
害
や
想
定
外
の
原
発
事
故
な
ど
、

防
災
計
画
と
そ
れ
に
基
づ
く
訓
練
や
資
材
・
食
料

の
備
蓄
、
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
な
ど
、
そ
の

重
要
性
を
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

大
震
災
以
降
の
自
粛
ム
ー
ド
に
よ
り
、
本
市
を

訪
れ
る
観
光
客
も
大
幅
に
減
少
し
大
変
心
配
い
た

し
ま
し
た
が
、
緊
急
観
光
誘
客
宣
伝
対
策
の
実
施

や
「
能
登
の
里
海
里
山
」
が
世
界
農
業
遺
産
に
認

定
さ
れ
る
効
果
も
相
ま
っ
て
、
7
月
以
降
は
前
年

数
値
を
上
回
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
8

月
に
は
、
能
登
半
島
地
震
の
公
的
復
旧
事
業
と
し

て
最
後
と
な
っ
た
門
前
町
黒
島
の
角
海
家
の
復
原

工
事
が
完
成
し
、
こ
れ
に
併
せ
「
震
災
復
興
感
謝

の
つ
ど
い
」
を
現
地
で
行
い
、
震
災
か
ら
の
復
興

に
一
つ
の
節
目
を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

空
の
玄
関
口
能
登
空
港
に
加
え
、
海
の
玄
関
口

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
で
は
、
引
き
続
き
大
型
客
船
等
も

寄
港
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
ボ
ー
ト
パ
ー
ク
や

多
目
的
競
技
場
も
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
10

月
に
は
日
本
籍
で
は
最
大
の
5
万
ト
ン
を
超
え
る

「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
寄
港
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
さ

ら
な
る
賑
わ
い
創
出
を
図
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

11
月
に
は
、
行
政
、
議
会
、
地
元
経
済
界
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
自
動
車
専
用
の
高

規
格
幹
線
道
路
で
あ
る
能
越
自
動
車
道
に
つ
い
て
、

「
輪
島

－

三
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
新
規
事
業

化
」
と
の
本
市
に
と
っ
て
大
変
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー

ス
も
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
４
月
か
ら
の
能
登
有
料
道
路
の
完
全

無
料
化
、
平
成
26
年
度
末
の
北
陸
新
幹
線
金
沢
開

業
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
本
市
へ
の
陸
路
か
ら
の

利
便
性
も
着
実
に
向
上
す
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
「
輪
島
塗
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
を
見
据
え
た
大
変
重
要
な
時
期
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
輪
島
塗
の
良
さ
を
身
近
で
感
じ
る
「
漆

の
里
」、
總
持
寺
祖
院
を
核
と
し
た
「
禅
の
里
」、

平
時
忠
伝
説
に
ま
つ
わ
る
「
平
家
の
郷
」
の
３
つ

の
里
（
郷
）
構
想
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
魅
力
溢
れ
る
地
域
資
源
を
生

か
し
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
増
加
と
安
全
・
安

心
で
活
気
あ
る
輪
島
を
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。加

え
て
、
門
前
地
区
の
中
心
部
か
ら
七
浦
地
区

を
最
短
で
結
ぶ
市
道
ま
が
き
線
の
ト
ン
ネ
ル
区
間

の
工
事
着
手
、
新
し
い
火
葬
場
建
設
な
ど
市
の
重

要
な
政
策
の
実
現
に
向
け
、
市
民
の
皆
様
、
市
議

会
の
皆
様
と
共
に
手
を
携
え
て
、
全
身
全
霊
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
特
段
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

輝
か
し
い
未
来
に
向
け
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出

す
明
る
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
皆
様
方

に
と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。
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謹
賀

  
新
年

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
し
、
輪
島
市
議
会
を
代

表
し
て
市
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
国
内
観
測
史
上

最
大
の
大
地
震
、
大
津
波
に
よ
り
2
万
人
近
い
尊
い

犠
牲
者
を
出
し
た
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
台
風

12
号
、
15
号
の
日
本
上
陸
に
よ
る
豪
雨
被
害
な
ど
、

予
測
で
き
な
い
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
い
た

し
ま
し
た
。

　

長
引
く
不
況
の
折
、
こ
れ
ら
の
自
然
災
害
の
影
響

も
あ
り
、
国
内
の
経
済
情
勢
は
未
だ
に
回
復
す
る
兆

し
を
見
せ
ず
、
各
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
は
活
力
あ

ふ
れ
る
地
域
社
会
の
再
建
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
輪
島

市
に
お
き
ま
し
て
は
昨
年
6
月
の
「
能
登
の
里
山
里

海
」
の
世
界
農
業
遺
産
認
定
や
、
能
登
半
島
地
震
か

ら
の
復
興
の
節
目
と
な
る
「
輪
島
市
天
領
黒
島
角
海

家
」
の
竣
工
、
長
年
の
待
望
で
あ
り
ま
し
た
「
マ
リ

ン
タ
ウ
ン
競
技
場
」
の
完
成
、「
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
ボ
ー

ト
パ
ー
ク
」
の
整
備
、「
千
枚
田
」
に
お
け
る
あ
ぜ

の
き
ら
め
き
実
施
な
ど
、
明
る
い
話
題
も
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
動
き
と
し
て
本
年
10
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
「
飛
鳥
Ⅱ
」
の
寄
港
、
平
成
25
年
4
月
か

ら
の
「
能
登
有
料
道
路
」
完
全
無
料
化
、
平
成
26
年

度
末
の
「
北
陸
新
幹
線
」
金
沢
開
業
、
国
土
交
通
省

社
会
資
本
整
備
審
議
会
に
お
い
て
妥
当
性
が
認
め
ら

れ
た
「
能
越
自
動
車
道
」
輪
島
三
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
間
の
新
規
事
業
化
、「
輪
島
塗
」
の
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
登
録
な
ど
を
控
え
て
お
り
、
観
光
を

主
幹
産
業
と
す
る
本
市
に
と
り
ま
し
て
、
こ
れ
ら
の

事
業
が
今
後
の
交
流
人
口
拡
大
に
よ
る
地
域
経
済
活

性
化
の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
を
切
に
願
う
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
の
議
会
は
昨
年
4
月
の
改
選
に
よ
り

ま
し
て
、
定
員
4
名
減
の
20
名
で
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
市
議
会
の
責
任
は
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
我
々
に
与
え
ら
れ
た
使
命
を
こ
れ
か
ら
も
十
分

認
識
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼
と
負
託

に
こ
た
え
て
参
り
た
く
全
身
全
霊
を
傾
け
て
努
力
す

る
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
、
市
政
お
よ
び
市
議
会
に
対
し
ま

し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し

て
ご
健
勝
で
ご
多
幸
の
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。 

輪
島
市
議
会
で
は
議
員
間
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り

市
内
の
年
賀
状
差
し
出
し
を
自
粛
す
る
こ
と
に
い
た

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

輪
島
市
議
会

輪島市議会議長
　大宮　正活

力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
再
建
に
向
け

       　

議
会
へ
の
信
頼
と
負
託
に
こ
た
え
る
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○
介
護
予
防
拠
点
施
設
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
二
勢
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

○
門
前
高
齢
者
保
健
福
祉
施
設
あ

す
な
ろ
苑
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

○
門
前
小
規
模
ケ
ア
付
老
人
住
宅

ふ
れ
あ
い
の
家
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

○
一
本
松
総
合
運
動
公
園
体
育
館

等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て○
輪
島
市
町
野
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
輪
島
市
門
前
野
球
場
等
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
輪
島
市
ふ
る
さ
と
体
験
実
習
館

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
輪
島
市
か
や
ぶ
き
の
郷
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

○
馬
場
崎
交
流
サ
ロ
ン
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
鳳
至
上
町
交
流
サ
ロ
ン
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
わ
い
ち
交
流
サ
ロ
ン
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
鳳
至
上
町
第
２
交
流
サ
ロ
ン
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
輪
島
市
工
房
長
屋
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

○
受
診
時
定
額
負
担
制
度
の
導
入

に
反
対
す
る
意
見
書

○「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」

の
撤
回
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
大
幅
増
員
と
夜
勤
制
限
で
安

全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現

を
求
め
る
請
願

○
「
介
護
職
員
待
遇
改
善
交
付
金

事
業
」
を
平
成
24
年
度
以
降
も
継

続
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

○
環
太
平
洋
経
済
連
携（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

協
定
交
渉
参
加
に
む
け
た
協
議
に

関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

○
治
安
維
持
法
犠
牲
者
へ
の
国
家

賠
償
を
求
め
る
意
見
書
を
国
会
へ

要
請
す
る
請
願

○
国
民
健
康
保
険
税
の
1
世
帯

２
万
円
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

○
「
脱
原
発
」
政
策
の
実
行
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

○
原
子
力
発
電
所
の
新
増
設
の
中

止
と
既
設
炉
の
廃
炉
処
理
へ
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
明
確
に
す
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

平
成
23
年
第
4
回
市
議
会
臨
時

会
が
11
月
28
日
に
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
臨
時
会
で
は
、
条
例
案

1
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

○
輪
島
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

議
場
で
本
会
議
を
傍
聴
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
市
議
会
事
務
局

　

☎
（
23
）
１
１
８
２

○
平
成
23
年
度
輪
島
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
4
号
）

○
平
成
23
年
度
輪
島
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
5
号
）

○
平
成
23
年
度
輪
島
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
補

正
予
算

○
平
成
23
年
度
輪
島
市
有
線
放
送

テ
レ
ビ
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
23
年
度
輪
島
市
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
23
年
度
輪
島
市
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

○
平
成
23
年
度
輪
島
市
臨
海
土
地

造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
23
年
度
輪
島
市
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算

○
平
成
23
年
度
輪
島
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

○
輪
島
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
輪
島
市
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
輪
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
輪
島
市
地
域
産
物
販
売
施
設
条

例
の
廃
止
に
つ
い
て

○
石
川
県
市
町
村
消
防
賞
じ
ゅ
つ

金
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

○
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

○
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に

つ
い
て

○
町
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

○
輪
島
市
空
港
交
流
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
能
登
・
門
前
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ン

ビ
ュ
ー
・
サ
ン
セ
ッ
ト
等
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
輪
島
市
門
前
ふ
る
さ
と
集
い
の

館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
輪
島
市
も
ん
ぜ
ん
児
童
館
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

可
決
さ
れ
た
補
正
予
算
案
（
9
件
）

 

可
決
さ
れ
た
条
例
案   

　   （
4
件
）

可
決
さ
れ
た
そ
の
他
議
案
（
22
件
）

平
成
23
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会
が
12
月
5
日
か
ら
16
日
ま
で
の
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
案
9
件
、
条
例
案
4

件
、
そ
の
他
議
案
22
件
、
議
会
議
案
1
件
、
請
願
8
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
市
議
会
の
録
画
映
像
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

URL
：http://w

w
w

.city.w
ajim

a.ishikaw
a.jp/gikai

平
成
23
年
第
4
回

 

可
決
さ
れ
た
議
会
議
案
　 （

1
件
）

 

継
続
審
議
と
な
っ
た
請
願 （
4
件
）

 

不
採
択
と
な
っ
た
請
願
　 （

4
件
）

市
議
会

臨
時
会

平
成
23
年
第
4
回

 

可
決
さ
れ
た
条
例
案   

　   （
1
件
）
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　固定資産評価基準の改正により、非木造家屋経年減
点補正率基準表の「冷凍倉庫用のもの」が「冷蔵倉庫
用（保管温度が 10℃以下に保たれる倉庫）」に改めら
れ、平成 24 年度の固定資産税から適用となります。
　所有されている倉庫が以下の対象要件に該当します
と、評価額算出における減価年数が短縮されます。

【対象要件】
○家屋の構造が非木造（木造以外）であること。
○主な用途が倉庫であり、倉庫内の保管温度が常に
　10℃以下に保たれていること。
○１棟の建物内に冷蔵倉庫以外で使用している部分
　（一般倉庫、工場、作業場など）がある場合、冷蔵
　倉庫部分の床面積が 50％以上あること。

※通常の倉庫内にプレハブ方式冷蔵庫や業務用冷蔵庫
　などを設置しているものは除きます。
※すべての要件を満たしていても、建築後すでに一般
　の倉庫として基準年数を経過している建物（平成　
　24 年基準で最終減価率の 0.2 に到達しているもの）
　は変更されません。

　当該家屋を所有されている方は、実地調査が必要と
なりますので、税務課資産税係までご連絡ください。

★冷蔵倉庫（非木造）に関する
　固定資産評価基準が変更されます

　固定資産税の対象となる償却資産の所有者は 1 月
31 日（火）までに申告してください。
　償却資産とは、会社や個人の工場・商店などの経営
者が、その事業に用いる機械、器具、備品などのこと
で、その減価償却額（費）が法人税法・所得税法の規
定による所得の計算上、損金または必要経費に算入さ
れるものをいいます。
　申告書受付後、申告内容を確認するために、輪島市
では地方税法第 353 条および第 408 条の規定に基づ
いて実地調査を行うことがありますので、ご協力をお
願いいたします。また、調査等に伴って修正申告をお
願いする場合がありますが、この場合の課税は資産を
取得された翌年度まで遡及することになりますので、
あらかじめ承知ください。
◆主に次のようなものが該当します

構築物 機械・装置 船　舶
○舗装道路面
○橋
○広告設備

○製造加工機械、
　土 木 建 設 機 械
　等 の 各 種 産 業
　用機械
○ポンプ

○曳き船
○貨物船
○漁船

車両・運搬 工具・器具・備品 ここに掲げるものは
一例です。その他に
該当する資産もあり
ますので、ご不明な
点は税務課までお問
い合わせください。

○構内運搬車
○特殊自動車
○動力運搬車
※普通車・
軽自動車は除く

○測定器具
○机・いす
○ロッカー

◆申告が必要な方
　平成 24 年 1 月 1 日現在、事業のために償却資産を
所有している方です。また、事業を行っていなくても、
償却資産を他に事業用として貸し付けている方も申告
が必要です。

◆申告する償却資産の範囲
　平成 24 年 1 月 1 日（賦課期日）現在で、事業の用
に供することができる資産で、次に該当するものです。
①税務会計上で減価償却の対象としている資産
②家屋に施した建築設備・造作等のうち、償却資産と
　して取り扱うもの
③賃借人（テナント）が取り付けた内装、建築設備等
　の事業用資産
④耐用年数 1 年以上で、取得価格が 10 万円（取得時
　期により 20 万円）以上の資産
⑤遊休資産（稼働を休止しているが、維持補修が行わ
　れている資産）
⑥未稼働資産（すでに完成しているが、まだ稼働して
　いない資産）
⑦建設仮勘定で経理されている資産で、賦課期日現在、
　一部または全部が完成し、事業の用に供されている
　資産
⑧簿外資産（会社の帳簿には記載されていない資産）
⑨償却済資産（減価償却を終わり、残存価格のみ帳簿
　に計上されている資産）
⑩他の事業者へ事業用として貸付している資産　
⑪借用資産（リース資産）であっても、契約内容が割
　賦販売と同様である資産
⑫改良費（資本的支出＝新たな資産と見なし、本体と
　別に申告してください。）
⑬租税特別措置法の規定を適用し、即時償却等を行っ
　ている資産（中小企業者等が取得した 30 万円未満
　の減価償却資産の損金算入の特例を適用した資産）

★償却資産の申告は 1月 31日までに

問市税務課資産税係　☎２３－１１２６
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　　　　市立輪島病院
輪島市山岸町は１番１地　　☎２２－２２２２

　　　　　　　　　■変形性膝関節症について

　　　　　　　　　　　　　整形外科　池野 大 先生

　

近
年
、
膝
の
痛
み
を
抱
え
て
い
る
日

本
人
の
数
は
5
百
万
人
以
上
と
い
わ

れ
、
こ
れ
ら
の
原
因
の
う
ち
、
最
も
多

い
の
が
変
形
性
膝
関
節
症
で
す
。
変
形

性
膝
関
節
症
は
40
歳
代
か
ら
発
症
し
、

65
歳
以
上
で
急
増
し
て
き
ま
す
。
変
形

性
膝
関
節
症
に
か
か
っ
て
い
る
人
の
割

合
は
、
中
高
年
全
体
の
63
％
に
も
達
す

る
と
の
調
査
報
告
も
あ
り
ま
す
。

◆
変
形
性
膝
関
節
症
の
分
類

　

変
形
性
膝
関
節
症
に
は
、
明
ら
か
な

原
因
が
な
く
、
加
齢
に
伴
っ
て
進
行
す

る
一
次
性
変
形
性
膝
関
節
症
と
、
過
去

に
受
け
た
外
傷
や
膝
関
節
の
炎
症
な
ど

に
引
き
続
い
て
生
じ
る
二
次
性
変
形
性

膝
関
節
症
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

一
次
性
変
形
性
膝
関
節
症
は
女
性
に
多

く
、
日
本
人
で
は
内
側
を
中
心
に
変
形

が
進
み
O
脚
を
呈
す
る
「
内
側
型
」
の

も
の
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
変
形
性
膝
関
節
症
の
成
因

　

変
形
性
膝
関
節
症
は
、
膝
の
軟
骨
が

磨
耗
し
て
く
る
た
め
に
生
じ
る
病
気
で

す
。
関
節
の
軟
骨
は
、
厚
さ
2
～
7
㎜

の
非
常
に
滑
ら
か
な
層
と
し
て
、
関
節

の
骨
の
表
面
を
お
お
っ
て
い
ま
す
。
関

節
軟
骨
は
、
体
重
が
加
わ
っ
た
際
な
ど

に
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割
を
は
た
し
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
水
を
含
ん
だ
ス
ポ
ン

ジ
の
よ
う
に
、
関
節
の
水
分
を
吸
っ
た

り
出
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
体
重
の
負

担
を
分
散
し
、
衝
撃
を
軽
く
し
て
い
ま

す
。

　

軟
骨
は
構
造
上
、
表
面
が
傷
ん
で
く

る
と
元
に
戻
り
に
く
く
、
徐
々
に
す
り

減
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
足
が

O
脚
に
な
っ
て
く
る
と
、
膝
の
内
側
に

過
度
な
圧
迫
が
加
わ
り
、
内
側
の
軟
骨

の
磨
耗
を
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
膝
に
負

担
が
掛
か
る
仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で

も
、
瞬
間
的
な
衝
撃
が
繰
り
返
し
生
じ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
膝
関
節
の
軟
骨
が

傷
ん
で
き
ま
す
。
種
々
の
原
因
で
膝
関

節
の
軟
骨
が
す
り
減
っ
て
く
る
と
、
膝

へ
の
衝
撃
を
う
ま
く
吸
収
で
き
な
く
な

り
、
そ
の
結
果
と
し
て
膝
の
痛
み
が
強

く
な
っ
て
き
ま
す
。

◆
変
形
性
膝
関
節
症
の
治
療
法

　

変
形
性
膝
関
節
症
に
対
す
る
治
療
法

と
し
て
は
、
保
存
療
法
（
手
術
以
外
の

治
療
法
）
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
変

形
が
著
し
く
進
行
し
て
し
ま
っ
た
場
合

に
は
、
手
術
に
よ
る
治
療
が
必
要
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

保
存
的
治
療

①
筋
力
増
強
訓
練

　

膝
関
節
の
負
担
を
軽
減
す
る
目
的

で
、太
も
も
の
筋
肉
を
鍛
え
る
運
動（
大

腿
四
頭
筋
訓
練
）
を
行
う
の
が
良
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
膝
の
痛

み
が
生
じ
て
か
ら
も
有
効
で
す
。

②
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

人
間
が
歩
い
た
り
、
走
っ
た
り
す
る

際
に
、
膝
に
は
体
重
の
3
倍
か
ら
10
倍

の
力
が
掛
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、体
重
を
1
㎏
減
量
す
れ
ば
、

膝
へ
の
負
担
を
3
～
10
㎏
ほ
ど
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
薬
に
よ
る
治
療

　

消
炎
鎮
痛
薬
（
痛
み
止
め
薬
）
の
内

服
が
主
に
使
わ
れ
ま
す
。
痛
み
が
激
し

い
時
に
は
消
炎
鎮
痛
剤
の
坐
薬
を
使
用

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
長

期
に
継
続
し
て
使
用
す
る
場
合
に
は
、

医
師
の
十
分
な
管
理
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
他
、
塗
り
薬
や
湿
布
な

ど
は
、
飲
み
薬
や
坐
薬
に
比
べ
て
副
作

用
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
こ
れ
ら

の
薬
を
痛
み
が
強
い
と
き
を
中
心
に
上

手
に
使
用
す
れ
ば
、
よ
り
快
適
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
、
そ
の
効
果
は
一
時
的
で
あ
る
と
い

う
限
界
を
抱
え
て
い
ま
す
。

④
注
射
に
よ
る
治
療

　

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
を
膝
関
節
内
に
注
射

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ア
ル
ロ
ン

酸
は
、
関
節
内
の
軟
骨
を
構
成
し
て
い

る
成
分
の
1
つ
で
す
。
こ
の
ヒ
ア
ル
ロ

ン
酸
を
直
接
関
節
内
に
注
入
す
る
と
、

関
節
内
で
潤
滑
油
の
役
目
を
果
た
す
だ

け
で
な
く
、
軟
骨
を
保
護
し
、
関
節
内

の
痛
み
と
炎
症
を
抑
え
る
役
割
も
果
た

し
て
く
れ
ま
す
。

手
術
治
療

　

膝
関
節
の
変
形
の
状
態
や
程
度
に
よ

り
、
様
々
な
手
術
法
が
行
わ
れ
ま
す
。

特
に
膝
関
節
全
体
の
変
形
が
著
し
い
場

合
に
は
、
人
工
膝
関
節
置
換
術
が
行
わ

れ
ま
す
。
人
工
膝
関
節
置
換
術
と
は
、

傷
ん
で
し
ま
っ
た
膝
の
表
面
の
軟
骨
を

切
り
取
り
、
膝
の
変
形
を
直
し
、
金
属

な
ど
を
用
い
て
作
ら
れ
た
人
工
の
関
節

を
か
ぶ
せ
る
手
術
で
す
。

　

近
年
、
膝
の
痛
み
に
関
連
し
た
サ
プ

リ
メ
ン
ト
（
栄
養
補
助
食
品
）
な
ど
も

多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

確
か
に
グ
ル
コ
サ
ミ
ン
な
ど
は
軟
骨
を

構
成
す
る
大
切
な
成
分
の
1
つ
で
す

が
、
そ
れ
を
口
か
ら
摂
取
し
た
場
合
の

有
効
性
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
医
学
的

に
は
証
明
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

■ 1 月の糖尿病教室カレンダー

11 日㊌ 糖尿病の合併症について
（フットケア）

看護師

18 日㊌ 食事療法について 管理栄養士

25 日㊌ 運動療法について 理学療法士
薬物療法について 薬剤師

2/1 日㊌ 糖尿病と検査について 検査技師
※毎週水曜日 14:30 より、第二講義室で開催中
※当院に受診されていない方でも予約なく参加できます。
　（食事会は除く）
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　あけましておめでとうございます。寒い毎日、

皆さんいかがお過ごしでしょうか？

　冬場は寒さのためどうしても動くことがおっ

くうになりがちです。定期的に散歩や運動をし

ていた方でも、今はちょっとお休み…という方

もいるのではないでしょうか？

　高齢者の場合、冬期間あまり動かないでいる

ことで足の筋力が弱り、転倒の危険性が高くな

る場合があります。

　また、転倒は外で起こるものと思われがちで

すが、家の中での転倒も非常に多いので注意が

必要です。コタツ布団や座布団に足をとられた

り、敷居や床に置いてある物につまづく場合も

多いようです。

　そこで今回は、転倒予防体操を紹介します。

テレビを見ながらでも出来る体操ですから、ど

うぞみなさん挑戦してみてください。　

①つま先上げ（5～ 10 回）　

　椅子に座ってかかとを床につけた状態で、つ

ま先をゆっくり上げ下ろしします。上げた時に

スネの筋肉が縮むのを意識してください。足を

伸ばして床に座った状態や寝た状態でもできま

す。【つまづきによる転倒予防】

②かかと上げ（5～ 10 回）

　椅子に座ってつま先を床につけた状態で、か

かとをゆっくり上げ下ろしします。上げた時に

ふくらはぎの筋肉が縮むのを意識してくださ

い。壁などにつかまって、立った状態でも出来

ます。【すり足歩行の予防】

③もも上げ（5～ 10 回）

　椅子に座った状態で片足ずつゆっくりともも

を上げ、ゆっくり下ろします。

（両手で椅子の座面を持ち、体をしっかり支え

て行います）

　壁などにつかまって、立った状態でも出来ま

す。【足全体を持ち上げる筋力の向上】

　どの運動も呼吸を止めずにゆっくり行ってく

ださい。一番のポイントは長く続けることです。

コツコツ続けることで徐々に効果が出てきます

から、無理なく続けられる回数から始めてくだ

さい。

　その他 NHK 教育のテレビ体操や、ケーブルテ

レビのすこやかチャンネル「かんたんエクササ

イズ」等を利用して、体全体を動かしたり、ゆっ

くり伸ばしたりするのも効果的です。

ご相談はお近くの地域包括支援センターまで
　　輪島市地域包括支援センター
　　　　☎２３－１１７４　
　　　門前支所（門前地区）　
　　　　☎４２－９９１８
　　　東部支所（町野・南志見地区）
　　　　☎３２－１８３８

“元気”がなにより　第 46回
～転ばぬ先の知恵！転倒予防体操の紹介～

◆１月のごみ収集
　１月のごみ収集日が変更になっている地区がありま
すので、ごみ収集カレンダーで確認してください。

◆ごみの自己搬入時のお願い
　ごみを「輪島クリーンセンター」および「輪島・穴
水地域 RDF センター」に搬入する時は、ロープやシー
トなどをかけて、ごみを道路に落とさないようにしてく
ださい。落としたごみは必ず自分で回収してください。
　

　また、生ごみなど水分を多く含むものは、水分を切っ
て袋をしっかりしばり、道路などにこぼれないように
して下さい。

◆動物はきちんと飼いましょう
　動物を散歩させる際は、フンなどは、必ず飼い主が
後始末し、道路や公園等を汚さないようにしましょう。
また、放し飼いはやめましょう。

問市環境対策課　☎２３－１８５３

環境通信
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　安心して子どもを産み、健やかに育てるためには地
域全体で支えることが大切です。そこで輪島市では、
母子保健推進員として活躍してくださる方々を対象と
した育成講座を開講します。
　子育てが一段落したお母さん、あなたの経験を母子
保健推進員として生かしてみませんか？

【会場】　輪島市ふれあい健康センター
【対象】　地域の母子保健推進員として活躍してくださ

　　　　る方
　　　　市の保健事業（乳幼児健診・先輩ママのお祝
　　　　い訪問等）にボランティアとして協力してく
　　　　ださる方

【定員】　20 人（定員に達し次第受付終了します）
【申込】　受講希望者は 1 月 10 日（火）までに電話・

　　　　FAX・メールなどで名前と住所をご連絡くだ
　　　　さい。後日詳しい日程をお送りいたします。

◆開催予定
回 開催日時 内　容

1 1/13（金）
13:30 ～ 15:30

開講式・母子保健推進員活動紹介
輪島市の母子保健の取り組み

《講義》ママの気持ちにより添うコミュ
ニケーション技術
講師：心理カウンセラー 東福 和子 氏

2 1/17（火）
13:30 ～ 15:00

《講義》ファーストブック～初めて出会う絵本～
講師：市立輪島図書館司書
絵本の読み聞かせ（見学）
協力：さーくる よちよち

3 1/27（金）
13:30 ～ 15:00

《講義》脱・孤育て！～地域で支える子育
て・親育て～
講師：子育て支援センター長 関山 和美 氏

4 2/2（木）
14:00 ～ 15:30

《講義》「マイナス１歳」から始める虫歯予防
講師：広江歯科医院  廣江 雄幸 氏

5 2/8（水）
13:30 ～ 15:00

《講義》母乳育児のすすめ
講師：助産師 荒木 千賀子 氏
閉講式

※ 4 回以上出席した方には修了証書が交付され母子
　保健推進員として活動することができます

母子保健推進員として生かしてみませんか？

高齢者日常生活用具購入助成事業
　在宅生活を送る上で、支援の必要な高齢者に対し、規
定の日常生活用具の購入費用の一部を助成します。
①対象世帯
　一人暮らしの高齢者または高齢者のみの世帯で、かつ
　市民税非課税世帯に属する方。
②対象用具と助成額

区　分 生活保護法に
よる被保護世帯

市民税
非課税世帯

限度
台数

助成
限度額

電磁調理器 10,000 円 6,000 円 1 台
自動消火器 20,000 円 12,000 円 1 台
歩行補助車 15,000 円 9,000 円 1 台
住宅用火災
警報器※ 5,000 円 3,000 円 2 台

※煙感知式のものに限る
③申請に必要なもの
　○購入品名、メーカーおよび型番、台数、金額が明記
　　された領収証書
　※住宅用火災警報器は上記のほか日本消防検定協会の
　　鑑定品（NS マーク付商品）であることが確認でき
　　るもの。
　○印鑑
　○助成金を振り込む口座情報（申請者本人のもの）
④申請期間
　対象用具購入日から６ヶ月以内。
　問市健康推進課　☎２３－１１３６
　　門健康福祉課　☎４２－９９１８

☆自立支援給付
○介護給付
　　障害により介護を必要とする方に対して、居宅介
　護や施設入所など、生活上または療養上必要な介護・
　支援を行います。
　【対象者】
　　障害者自立支援法に定められたサービスの障害程
　度区分の認定を受けた方
○訓練等給付
　　生活の自立と社会への参加促進のため、自立訓練
　や就労支援など、身体的・社会的なリハビリテーショ
　ンや就労につながる支援を行います。
　【対象者】
　　障害者手帳をお持ちの方で、障害者自立支援法に
　定められたサービスの要件を満たす方

※サービスの利用には、事前の
　申請が必要です。
※障害の状況によっては、希望
　するサービスを受けられない
　ことがあります。
　
　問市福祉課
　　☎２３－１１６１

障害者福祉サービス紹介コーナー
vol.10

問市健康推進課　☎２３－１１３６　　FAX ２３―１１３８　　Mail　kenkou@city.wajima.lg.jp

あなたの経験を
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楽しく子育て！してますか？

子育てを応援します

乳幼児健康相談　会場：子育て支援センター

●スマイルキッズ（母乳育児サークル）
　1 月 20 日㊎　14:00 ～ 16:00
●すくすく 2 か月児広場　
　1 月 24 日㊋　14:00 ～ 14:10 受付
●乳幼児健康相談
　1 月 25 日㊌　10:00 ～ 11:30

輪島市子育て支援センター　　☎ 22-8031 

日時 内容 対象

1 月 17 日㊋
10:30 ～

ぴよぴよ広場
「おはなし会」

協力：さーくるよちよち

１歳までの乳児
と保護者（要予約）

1 月 19 日㊍
10:30 ～

うさちゃん広場
「ボールあそび」 乳幼児と保護者

1 月 24 日㊋
10:30 ～

ぴよぴよ広場
「うたあそび」

１歳までの乳児
と保護者

1 月 26 日㊍
10:30 ～

うさちゃん広場
「豆まき」 乳幼児と保護者

1 月 31 日㊋
10:30 ～

ぴよぴよ広場
「親子ふれあいあそび」

１歳までの乳児
と保護者

2 月 2 日㊍
10:30 ～

ほっとサロン
「ティータイムと音楽鑑賞」

妊婦・
乳幼児と保護者

★保育所開放　（各保育所 10:00 ～ 11:00）
　市内の保育所を開放します。お子さまと一緒にお出
かけください。事前の申し込みは不要です。詳しくは、
各保育所へお問い合わせください。
1 月   6 日㊎　南志見保育所「おはぎ作りを体験しよう」
1 月 24 日㊋　鳳至保育所「鬼のお面作り」
1 月 25 日㊌　鵠巣保育所「雪あそびをしましょう」

輪島市児童センター　　☎ 22-8031 

日時 内容 対象

1 月 8 日㊐
10:00 ～ 12:00

わじまキッズランド
～子どもの町
“ わじま ” をつくろう～

小学 4 年生～
中学・高校生

1 月 11 日㊌
15:45 ～ 16:30

ハッピータイム
～お話しと工作～ 幼児～小学生

11 月 15 日㊐
10:00 ～ 11:30 新春・人間すごろく大会 幼児（要保護者）

~ 小学生
1 月 22 日㊐
10:00 ～ 12:00

ニュースポーツを楽しもう！
協力：もんぜんスポーツクラブ

小学生 24 人
（要申込）

　☆手話であ・そ・ぼ　1 月   6 日㊎大屋保育所訪問
　　　　　　　　　　　1 月 21 日㊏
　☆ハンドベルクラブ　1 月 28 日㊏
　☆卓球教室　　　　　1 月 21 日㊏

　輪島市もんぜん児童館　　　☎ 42-3166 

日時 内容・備考

1 月 7 日㊏
10:30 ～ 11:30

お正月あそび
　カルタやコマなどお正月あそびを楽しもう！
　お正月あそびの後は、ぜんざいを食べよう

1 月 15 日㊐
10:30 ～ 11:30

たこづくり
　ビニールの凧に絵を描いて完成！そして凧あげ
　をたのしみましょう。

1 月 19 日㊍
1 月 26 日㊍

バスケット教室　～ジュニアスポーツ教室～
★ 15:30 ～ 16:15　小学 1 ～ 3 年生
★ 16:15 ～ 17:00　小学 4 ～ 6 年生
主催：もんぜんスポーツクラブ

毎週
水・木・金曜日

9:00 ～ 12:00

育児サロン
1 月 13 日　親子体操　10:30 ～
1 月 25 日　誕生会　11:00 ～
1 月 26 日　乳幼児健康相談　10:30 ～

『きらきらひろば』障害があるお子さんの親子交流の場

　【日時】1 月 15 日㊐　カルタとり大会
　　　　　1 月 21 日㊏
　　　　　2 月   5 日㊐　節分　　　※各回 16:00 ～ 17:00
　【場所】ふれあい健康センター２階

☆ダンスクラブ　　1 月 21 日㊏　10:30 ～ 11:30

『なかよ～らと語る会』
　知的・情緒・体などの発達がゆっくりなお子さんが
いる方や、「うちの子、他の子と何か違う」「子育て
ってしんどい」など、子育てに不安を感じている方、
ベテランママさんや専門相談員・行政機関と一緒に情
報交換をしませんか。
◆定例会
【日時】1月10日㊋　13:30～15:00
【場所】ふれあい健康センター　3階研修室
　テーマ「輪島市障害者計画の進行状況について」
問保護者 / 菊地敬子 ☎ 42-2745　  市福祉課 ☎ 23-1161

「よか・よかサークル」
　障害を持つ方やそのご家族を対象として、毎月土
日祝日にいろいろなことをしています。
　今月も「太極拳」で楽しみませんか？

【日時】　1 月 22 日㊐　13:00 ～ 16:00
【会場】　ふれあい健康センター 3 階研修室

　問市福祉課 　☎２３－１１６１



広報  わじま 10

民
生
委
員
・
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員
の
ご
紹
介

　
平
成
22
年
12
月
1
日
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員

の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
て
か
ら
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
に
委
員
の
交
代
や
担
当
地
域
の
変
更
が
あ
っ
た
地
区
も
あ
り

ま
す
。
改
め
て
委
員
の
皆
さ
ん
の
お
名
前
と
所
管
区
域
と
併
せ
て
地
区

別
に
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
い
ま
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
福
祉
課　

☎
（
23
）
１
１
６
１

■
輪
島
地
区
　
32
人

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
　
29
人

江

端　

律

絵

駅
前
１
～
３

谷

内　

洋

子

宮
川
町
・
宮
川
町
２
・
県
営
住
宅
・

久
岡
ハ
イ
ム

與
野
木　

美
枝
子

常
盤
・
栄
町
１
・
栄
町
２
・
緑
町
・

上
川
町
・
河
原
町

高　
　

繁

二

諏
訪
・
諏
訪
南
・
春
日
町
・
巴
・

さ
く
ら
町

福

光　

満

男

観
音
南
・
観
音
北
・

市
営
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
住
宅

杉

窪　

厚

子

弥
生
町
・
弥
生
２
（
県
営
住
宅
）・

重
蓮
区

曽

又　

博

史

中
浜
・
中
浜
東
・
綿
川
・
工
房
長
屋
・

マ
リ
ン
タ
ウ
ン

德

野　

喜

一

郎

馬
場
・
馬
場
元
・
東
馬
場
・
大
馬
場
・
新
町

坂

下　

や

う

子

本
田
町
・
新
田
町
・
中
田
町
・
馬
場
崎

久

保

田　

悦

司

旭
町
・
丁
字
・
伊
右
エ
門
・
若
葉
・

御
蔵
・
大
町
・
森
の
下

高

木　

幸

子

川
端
丁
・
本
町
１
～
３
・
本
町
２
浜
・

上
本
町

室　
　

泰

永

中
央
通
３
丁
目
・
祇
園
東
・
祇
園
西
・

五
月
町

松

原　

三

惠

子

新
橋
通
１
～
10

山

田　

礼

子

稲
荷
東
１
～
４
・
鳳
南
・
畠
田
東
・

畠
田
南

隅

屋　

良

一

稲
荷
南
１
．
２
・
測
候
所
官
舎
・

稲
荷
西
１
．
２
・
平
成
町

山

本
　

勲

末
広
南
・
末
広
北
・
上
町
１
～
４

小

田

原　

延

子

住
吉
１
～
８

沖

崎　

美

子

浜
町
上
．
下

舩

本　

定

子

鳳
至
本
町
１
～
３

（

調

整

中

）

鳳
至
丁
１
～
６

浦

野　

春

樹

石
浦
１
．
２
・
寺
山
岸
・
日
吉
山
、
鳳
来

舩

本　

照

松

海
士
町
１
．
２

坂

角　

春

枝

輪
島
崎
町
（
仲
町
・
寺
町
・
宮
町
）・

袖
ヶ
浜

小

端　

エ

イ

子

青
葉
ケ
丘
北
．
西
．
南

一

布　

初

雄

小
峰
山
１（
県
職
公
舎
）・
小
峰
山
２
・

矢
田
町
・
青
山
町
１
・
青
山
町
２
（
久

岡
ア
パ
ー
ト
）

中

島　

順

子

南
町
１
～
５
・
昭
南
町

大

窪　

恵

子

夕
陽
ケ
丘
北
．
南

坪

井　

千

影

上
野
台
・
気
勝
平
１
～
７

鴻　

由

紀

子

二
勢
南
・
二
勢
中
・
二
勢
北

●
主
任
児
童
委
員
　
3
人

上

畠　

忠

雄

輪
島
地
区

久

保　

敬

夫

輪
島
地
区

相

上　

祥

惠

輪
島
地
区

■
大
屋
地
区
　
13
人

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
　
11
人

坂

下　

欣

子

小
伊
勢
町
・
稲
屋
町

木

本　

千

代

子

長
井
町
・
房
田
町

平

上　

米

子

山
本
町

山

田　

惠

美

子

中
段
町
・
水
守
町

竹

下
　

晃

釜
屋
谷
町
・
堀
町

小

島　

つ

や

子

二
ツ
屋
町
・
宅
田
町

堂

宮
　

知

下
黒
川
町
・
上
黒
川
町

奥
　

　

 

清

繩
又
町

谷
　

佳

子

別
所
谷
町
・
二
俣
町

堂

坂　

春

枝

滝
又
町
・
空
熊
町

宮

城　

敏

子

光
浦
町
・
美
谷
町
・
鵜
入
町

●
主
任
児
童
委
員
　
2
人

江

ノ

上　

幸

代

大
屋
地
区

的

場　

達

彦

大
屋
地
区

■
河
原
田
地
区
　
6
人

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
　
5
人

水

戸　

修

補

杉
平
町
・
方
南
町

桐

地
　

勲

山
岸
町
・
県
職
ア
パ
ー
ト
・
横
地
町

平
　

誠

子

石
休
場
町
・
東
中
尾
町

水

口　

廣

美

山
ノ
上
町
・
市
ノ
瀬
町

正

角　

吉

雄

熊
野
町
・
打
越
町
・
西
脇
町
・
北
谷
町

●
主
任
児
童
委
員
　
1
人

髙

柳　

央

子

河
原
田
地
区

■
鵠
巣
地
区
　
6
人

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
　
5
人

池

端　

政

義

久
手
川
町
・
久
手
川
団
地
・
塚
田
町

中

江　

大

作

稲
舟
町

角　

久

美

子

城
兼
・
大
野
町

藤

本　

栄

一

惣
領
町

谷　
　

由

夫

深
見
町

●
主
任
児
童
委
員
　
1
人

村

田　

直

之

鵠
巣
地
区

■
町
野
地
区
　
14
人

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
　
12
人

由

谷　

三

郎

広
江
本
町
・
広
江
上
地
・
広
江
元
地

溪

口　

有

吾

粟
蔵
・
若
桑
・
地
方

堀

井　

絹

子

鈴
屋
・
鈴
屋
町
内

髙

野　

津

志

子

大
寺
山
・
申
ケ
場
・
大
久
保

田

浦　

ゆ

り

子

南
時
国
・
敷
戸
・
寺
地

西

村　

ひ

ろ

子

西
時
国
・
曽
々
木
港
・

曽
々
木
新
出
地
・
曽
々
木
下
地

谷

内　

正

之

川
西
広
・
川
西
桜
木
・
川
西
田
長
・

真
喜
野

中

谷

内　

富

子

徳
成
・
徳
成
谷
内
・
東
・
真
久
・

麦
生
野
・
北
円
山

森

山
　

博

佐
野
・
舞
谷
・
桶
戸
・
井
面

石

川　

壽

夫

東
大
野
１
．
２

垣

内　

昭

寛

金
蔵
１
～
３

俵

口
　

公

大
川
・
伏
戸
・
大
倉
住
宅

●
主
任
児
童
委
員
　
2
人

元

井　

孝

司

町
野
地
区

窪

田　

和

恵

町
野
地
区

■
南
志
見
地
区
　
6
人

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
　
5
人

濱

髙　

咲

子

白
米
町
・
野
田
町
・
名
舟
町

田

中　

直

人

尊
利
地
町
・
小
田
屋
町
・
忍
町

笠

原　

真

寿

美

里
町
・
渋
田
町

貫

間　

久

美

子

西
院
内
町
・
東
印
内
町
・
東
山
町

坂

本　

春

雄

西
山
町
（
小
西
山
・
大
西
山
）

●
主
任
児
童
委
員
　
1
人

泉

口　

明

子

南
志
見
地
区

■
三
井
地
区
　
8
人

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
　
7
人

新

谷　

京

子

長
沢
・
小
泉
・
漆
原

赤

田　

三

枝

子

市
ノ
坂

端　

宗

一

郎

細
屋
・
内
屋
・
新
保

今

牛　

陽

子

洲
衛
・
坂
田
・
空
港

細

川　

正

雄

仁
行
・
与
呂
見

竹

内　

新

栄

本
江
・
渡
合
・
中

谷

内
　

忍

興
徳
寺
・
大
和
町

●
主
任
児
童
委
員
　
1
人

尾

坂　

ふ

さ

三
井
地
区
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■
西
保
地
区
　

5
人

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
　

4
人

安

藤　

順

祐

上
山
町

武

田　

幸

次

西
二
又
町
・
上
大
沢
町

中

嶋　

惠

美

子

赤
崎
町
・
大
沢
町

谷

内
　

峻

下
山
町
・
小
池
町

●
主
任
児
童
委
員
　

1
人

弥

郡　

三

四

子

西
保
地
区

■
門
前
地
区
　
44
人

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
　
41
人

山

下　

榮

子

剱
地
１
班
・
２
班

山

本　

健

吉

剱
地
３
班
・
４
班

西

谷　

健

次

剱
地
５
班
・
６
班

川

谷

内　

直

子

赤
神
・
大
泊
・
腰
細

中

前　

喜

久

男

上
馬
場
・
下
馬
場

高

藤　

正

弘

上
代
・
黒
岩
・
入
山
・
渡
瀬
・
飯
川
谷
・

大
釜

山

本　

好

子

馬
渡
・
久
川
・
神
明
原
・
清
沢
・

木
原
月
・
滝
町
・
切
挟
・
窕

岡

本　

マ

チ

子

千
代
・
北
川
・
是
清
・
大
口

藤

田　

榮

子

南
・
池
田
・
藤
浜
・
鍛
冶
屋
・
中
田
・

新
町
分

山

﨑　

外

枝

椎
木
・
小
山
・
白
禿
・
江
崎
・
二
又
・

山
是
清
・
大
切

髙

出　

一

明

本
町
・
中
町
・
港
町

小

松　

誠

三

高
見
町
・
此
花
町
・
瓦
場

春

間　

フ

ミ

子

浜
町
・
松
原
町

佐

藤　

千

賀

子

宮
町
・
中
町
・
北
町
・
大
生
・

松
風
台
団
地

木

原　

美

惠

元
町
・
東
町
・
銕
川
町
・
勝
田

德

山　

忠

志

西
町
・
大
蔵
町
・
栄
町
・
道
下
住
宅

山

本　

則

行

鹿
磯

松

井　

昭

作

深
見
・
六
郎
木

谷

内　

加

映

門
前
・
走
出
・
日
野
尾

出

村　

宗

雄

広
瀬
・
本
市
・
本
市
住
宅

澤

田
　

茂

深
田
・
栃
木

橋

本　

邦

彦

風
原
・
小
滝
・
猿
橋
・
小
石
・

上
河
内

西

村　

妙

子

高
根
尾
・
和
田
・
さ
く
ら
団
地

横

林　

悦

子

清
水
・
鬼
屋
・
西
中
尾

横

地
　

都

広
岡
・
広
岡
住
宅
・
舘

秋

山　

冨

美

子

能
納
屋
・
谷
口
・
本
内
・
鑓
川
・

根
古
屋

辻

本　

淑

子

長
井
坂
・
定
広
・
貝
吹
・
原
・
荒
屋

向
　

民

夫

下
出
第
１
．
第
２
・
寺
平
・
滝
平
・

上
出
・
袋
・
平

葭

谷

内　

和

子

地
原
・
別
所
・
百
成
・
堀
越
・

東
大
町

安

根　

マ

リ

子

石
坂
・
伏
坂
・
中
央
・
貝
喰
・
内
保
平
・

天
神
平
・
坪
の
内

兼

本　

正

子

俊
兼
・
四
位
・
滝
上
・
嶺

出

村　

冨

子

宮
古
場
・
水
の
上
・
田
村
・
山
辺
・

蛇
喰
・
清
太
郎
・
正
仏

久

津

礼　

利

男

日
砂
子
・
中
野
屋
・
濁
池
・
清
土
・

尺
ヶ
池
・
番
頭
屋

井

原　

久

嗣

安
代
原
・
吉
ヶ
谷
内
・
大
町
・

浅
生
田
・
中
尾

山

岸　

祐

子

盤
若
池
・
知
気
女
・
宮
田
・
大
久
保
・

亀
部
田

垣

内　

正

三

西
円
山
・
滝
又
・
菅
の
原
・
中
屋

船

本　

良

友

皆
月
１
～
４
組
・
餅
田

德

木　

ひ

さ

よ

皆
月
５
～
10
組

森

本　

良

忠

暮
坂
・
樽
見
・
薄
野
・
井
守
上
坂
・

百
成
大
角
間

常

塚　

勝

子

中
谷
内
・
大
滝
・
鵜
山

竹

田　

百

合

子

五
十
洲
・
矢
徳
・
吉
浦

●
主
任
児
童
委
員
　

3
人

竹

森　

繁

治

門
前
地
区

稲

垣　

知

子

門
前
地
区

宮

本　

正

樹

門
前
地
区

職
務
内
容

★
民
生
委
員

（
民
生
委
員
法
第
14
条　

抜
粋
）

●
住
民
の
生
活
状
況
を
必
要
に
応
じ
適
切
に

把
握
し
て
お
く
こ
と

●
援
助
を
必
要
と
す
る
者
が
そ
の
有
す
る
能

力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
生
活
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ

と
。

●
援
助
を
必
要
と
す
る
者
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
適
切
に
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

の
提
供
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

●
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
を
経
営
す

る
者
又
は
社
会
福
祉
に
関
す
る
活
動
を
行

う
者
と
密
接
に
連
携
し
、
そ
の
事
業
又
は

活
動
を
支
援
す
る
こ
と
。

●
社
会
福
祉
法
に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事

務
所
（
以
下
「
福
祉
事
務
所
」
と
い
う
。）

そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
の
業
務
に
協
力

す
る
こ
と
。

●
民
生
委
員
は
、
前
項
の
職
務
を
行
う
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
て
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
の
活
動
を
行
う
。

★
主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
福
祉
関
係
機
関

及
び
区
域
を
担
当
す
る
児
童
委
員
と
連
携
し

て
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
的
に

担
当
し
ま
す
。

●
児
童
及
び
児
童
を
取
り
巻
く
家
庭
環
境
、

社
会
環
境
に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
収
集
を

行
う
。

●
地
域
に
お
け
る
児
童
健
全
育
成
事
業
や
母

子
保
健
活
動
を
推
進
す
る
。

●
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
行
う
た
め
の
啓

発
活
動
を
企
画
し
、
活
動
の
実
施
に
あ
た
っ

て
、
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
。

　

平
成
23
年

度
全
国
社
会

福
祉
大
会
が

11
月
18
日
、

東
京
で
開
催

さ
れ
、
民
生

委
員
児
童
委
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
た
功
績
を

た
た
え
、
輪
島
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
の 

谷
内
峻
会
長
が
社
会
福
祉

功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
平
成

23
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会
に
お
い

て
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
た
功
績
が
た
た

え
ら
れ
、
会
長
の
谷
内
峻
氏
が
平
成
23

年
度
社
会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

輪島市民生委員児童委員協議会
谷内　峻　会長
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　「
能
登
平
家
の
郷
」
と
は
輪
島
市
や
珠
洲
市
に
あ
る
平
家

に
ま
つ
わ
る
史
跡
や
物
語
が
残
る
地
域
を
い
い
ま
す
。
輪

島
市
で
は
「
上
時
国
家
」
や
「
時
國
家
」、珠
洲
市
で
は
「
平

時
忠
と
一
族
の
墓
」
や
「
平
時
忠
歌
碑
」
な
ど
が
現
存
し

ま
す
。

　
ま
た
1
月
8
日
（
日
）
よ
り
大
河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」

の
放
送
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
平
清
盛
の
義
理
の
弟

が
「
平
時
忠
」
で
そ
の
時
忠
の
子
が
「
平
時
国
」
で
あ
り

現
在
の
両
時
国
家
の
先
祖
で
あ
り
ま
す
。

　
平
家
が
全
盛
を
誇
っ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
言
葉
で
「
平

家
に
あ
ら
ず
ん
ば
人
に
あ
ら
ず
」
は
こ
の
平
時
忠
が
発
し

た
言
葉
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
輪
島
市
で
は
こ
の
大
河
ド
ラ
マ
を
好
機
と
し
て
「
能
登

平
家
の
郷
」
を
盛
り
上
げ
た
く
さ
ん
の
観
光
客
に
訪
れ
て

も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」
放
送
開
始
!!

「
能
登
平
家
の
郷
」

問
市
観
光
課　

☎
（
23
）
１
１
４
６

時 

国
（
時
国
家
先
祖
）

時 

康
（
則
貞
家
先
祖
）

蕨 

姫
（
源
義
経
側
室
）

時 

忠

時 

信

後
白
河
天
皇

滋 

子

時 

子

高
倉
天
皇

徳 

子
（
建
礼
門
院
）

安
徳
天
皇

清 

盛

盛 

子
（
藤
原
基
実
妻
）

重 

盛

忠 

盛

… …

平
氏
家
系
図
（
略
図
）

◀上時国家　☎３２－０１７１
　町野町南時国。江戸時代後期に
28 年をかけて建てられた最大級の
木造民家。藩政期には天領大庄屋と
して栄えた。
国の重要文化財、庭園は国の名勝。

▶時國家　☎３２－００７５
　町野町西時国。江戸時代初期に建
てられた、ケヤキの大黒柱が目を引
く書院造り。藩政期には加賀の十村
役に準ずる重職についた。
国の重要文化財、庭園は国の名勝。

◀平時忠歌碑
　珠洲市大谷町には平時忠が詠んだ

「白波の打ち驚かす岩の上に寝らえ
で松の幾代経ぬらん」の歌碑がある。
この歌碑は時忠の末裔といわれてい
る俳人・山口誓子が揮

きごう

毫した。

▶平時忠と一族の墓
　珠洲市大谷町の則貞屋敷地の一角
にあり、その中で五輪宝

ほうきょうりんとう

篋印塔が混
在する最も大きな塔が、時忠の墓と
言い伝えられている。
石川県指定史跡。

＜能登平家の郷　名所紹介＞

大河ドラマキャスト
　平清盛…松山ケンイチ
　平時子…深田恭子
　平時忠…森田剛（V6）
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　はじめまして。 輪島ひまわり基金法律事務所

所長の杉森です。 当事務所は、 弁護士会の

支援の下で開設された輪島市で唯一の法律

事務所です。 事務所を開設して７年を越え、

これまでに 2 千人近い方がご相談に来られて

います。 それでも 「弁護士に相談するのは気

が引ける」 と感じる方もいらっしゃるのではない

でしょうか？

　弁護士にはもっと気軽にご相談頂いていいん

です。 そのことを知っていただきたく、 このコラ

ムを連載することになりました。

●法律相談は風邪薬～できるだけ早く相談を

　トラブルは風邪と同じで、 こじれてしまうと解

決が大変です。 早めに風邪薬を飲んだ方が

良いように、 困ったことがあればできるだけ早

くご相談いただいた方が良いのです。

　例えば 「高額の布団を買ってしまった」 とい

う場合代金を支払ってしまったあとよりも、 代

金を支払う前の方がずっと解決が容易です。

　ちょっとしたお悩みでも、 薬局でクスリを買う

ような気持ちで気軽にご相談ください。

●誰にも知られずに相談したい

　相談すると誰かに知られてしまうんじゃない

か。 そのようにご心配の方も、 まずは事務所

にお電話ください。 秘密を守るために十分に

配慮をしています。

●無料での相談も

　当事務所では法律相談料として３０分 5,250

円をいただいています。 収入が少ない方は「法

テラス」 を利用して無料で相談ができますし、

借金に関するご相談は無料です。 お気軽にお

電話ください。

★輪島ひまわり基金法律事務所

輪島市河井町１５部１番地 

ＮＴＴ輪島ビル１階

金沢弁護士会所属

弁護士　杉森 芳博

☎２３－１５４５

平日　9:30 ～ 17:00

（時間外 ・ 休日のご相談

はお問い合わせください）

ちょっと
寄ってみんけ？
法律相談室

連載コラム

1 人目

平成24年

輪島市消防出初式
　新春恒例の輪島市消防出初式を次のとおり行います。

　日　時　1 月 8 日（日）　9:30 ～
　場　所　〔式典〕　　　輪島市総合体育館
　　　　　〔一斉放水〕　輪島市役所横河原田川河川敷 
　　　　　　　　　　　（一斉放水予定時間　11 時頃）

※出初式の当日は、市中行進の際にサイレン吹鳴および交通規制
　を実施します。ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします。

消防署からのお願い
冬は積雪のため消火栓の位置がわかりにく
くなります。
市民の皆さまも消火栓の除雪にご協力くだ
さい。
また、消火栓周辺の路上駐車は絶対にやめ
ましょう。

　　　火事・救急・救助は「119」
　　　設置しよう！住宅用火災警報器

　　　　　　　　　　　　　　　　　問輪島消防署　☎２２－０３２７

【日時】　1 月 13 日（金）　9:00 ～ 12:00
【会場】　文化会館　３階小ホール
【内容】　講演「東日本大震災から 300 日 陸前高田市の被災者は今」

　　　　パネルディスカッション「被災者の暮らしの再建にむけて」

　今回は、研修会の一環として市民の皆さん向けにも、活動の取組や
災害に関する理解を深めていただく講演会を開催します。
　東日本大震災における被災状況や被災者の現状について講演をいた
だき、いざ災害が発生した時のためにどう備えるべきか、パネルディ
スカッションを交えて考えていきます。
　災害当時の生の声を聞ける機会にもなりますので、ぜひご参加くだ
さい。

★「ネットワークおぢや」とは…
　平成 16 年 10 月に新潟県中越大震災で甚大な被害を受けた小千谷
市が中心となり、設立された自治体同士のネットワークです。災害時
に被災自治体で蓄積した経験を全国の多くの自治体で共有化し、将来
に備えることを目的としています。現在全国で 64 自治体、石川県内
では輪島市・穴水町が加盟しており、東日本大震災で被災した自治体
への被災地支援を実施し、輪島市からも職員を派遣しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　問市総務課　☎２３－１１１１

中越大震災ネットワークおぢや平成 23 年度研修会開催決定

公開プログラムに参加しよう !!
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石川県輪島漆芸美術館 ☎２２－９７８８
http://www.city.wajima.ishikawa.jp/art/index.html

開館時間 9 時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）／ 1 月の休館日：11 日（水） ～ 24 日（火）
入館料 一般 600 円、大・高生 300 円、小・中学生 150 円　（市内在住の小・中・高生は無料）

1 月 10 日（火）まで好評開催中
企画展「第 17 回 飛翔する輪島の漆芸作家たち
　　　　　　　　　　　　　　―全国展入選作品―」

～新春を麗しい漆芸作品鑑賞でお祝いしませんか～
新年は元日午前 9 時より開館

展覧会を鑑賞されたお客さまへのおもてなし
○元日：抹茶ふるまい（お菓子付き）
○元日～ 3 日：当館オリジナル “ 幸せのカラーセラピー
　ストラップ ” のプレゼント

ニットと漆のコラボ展
「冬を楽しむ―ふだん使いからスペシャルまで」

ぬくもりのあるニットと漆の競演をお楽しみください。
日　時　1 月 1 日（日）～ 10 日（火）
会　場　エントランスホール（入場無料）

ミュージアムコンサート「雅楽に親しむ―悠久の調べ」
篳
ひちりき

篥や鳳
ほうしょう

笙が奏でる日本古来の音楽をわかりやすい解
説とともにお楽しみください。
日　時　2 月 4 日（土）14:00 ～
演　奏　礼楽研究会
会　場　エントランスホール（入場無料）

次回展覧会のご案内
「第 29 回日本伝統漆芸展」

会　期　1 月 25 日（水）～ 2 月 20 日（月）会期中無休
　本展では、重要無形文化財保持者（人間国宝）の
作品をはじめ入賞・入選作品全 109 点を展示します。
輪島からは特別出品や入選が 22 人、うち 2 人が受賞
するなど地元作家の活躍が著しい展覧会です。
◆列品解説（入館券が必要です）
　会期中の毎週日曜日 13:30 から行います。
　1 月 29 日　寺西松太  氏（出品作家）
　2 月   5 日　市島桜魚  氏（鑑査委員）
　2 月 12 日　小森邦衞  氏（重要無形文化財保持者・
　　　　　　　　　　　　　審査委員）
　2 月 19 日　林　曉　  氏（鑑査委員）

展示替え・館内整備による休館のお知らせ
1 月 11 日（水）～ 24 日（火）

1 月   1 日（日）　6:30 ～　新年の「初日の出」は能登空港で！
　         　　　　 10:00 ～　能登大納言小豆ぜんざい　振る舞い　限定 300 食 !!
  　    8 日（日）　おらが故郷　お国自慢
　　　　　　　　　琴城流大正琴  琴照会（珠洲市）ミニコンサート
　    　　　　    　のっぴーグラスづくり
　　　　　　　　　1 月のデザイン “ のっぴーのお正月 ”
　    15 日（日）    おらが故郷　お国自慢
　　　　　　　　　ふるさとコーラス（穴水町）ミニコンサート
　　　　　　　　　お茶会「お花とお茶でのおもてなし」
　

能登空港 1 月のイベント

催 事 情 報催 事 情 報

奨励賞 輪島漆芸美術館賞
蒔絵箱「秋想ふ」
松田えりか 氏

地域支え合いセミナー
あなたも今日からサポーター

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

1月 21 日（土）
　　　　　　　　　　七尾サンライフプラザ
　　　　　　　　　1月 22 日（日）
　　　　　　　　　　野々市市文化会館フォルテ

第一部（13:00 ～ 14:30）
　講演「障がいのある人が地域で当たり前に暮らすこと
　　　　～テレビドラマ『光とともに』の脚本を手掛け
　　　　て感じること～」
　講師：水橋　文美江　氏（脚本家）
第二部（14:45 ～ 16:15）
　サポーター講座「障がいのある方の暮らしを学ぼう～
　　　　　　　　　当事者からのメッセージ～」
　講師：当事者・相談支援専門員

　問能登空港にぎわい創出実行委員会　☎２６－２３０３
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雪中ジャンボかきまつり2012
　日時：1月28日（土）10:00～16:00
　　　　1月29日（日）  9:00～15:00
　場所：あすなろ広場
　穴水冬の風物詩。今年も盛大に開催します！
　問観光交流推進室　℡０７６８－５２－３７９０

珠洲あんこう祭・海藻まつり
　日時：1月14日（土）11:00～14:00
　場所：道の駅すずなり
　先着300食のあんこう鍋を無料で振る舞うほか、つるし
切りも披露！飲食ブースもあります。（同日開催：海藻ま
つり）
　問道の駅すずなり　℡０７６８－８２－４６８８

のと寒ぶりまつり
　日時：1月22日（日）　10:00～15:00
　場所：宇出津港いやさか広場
　冬の味覚の代表「寒ぶり」を味わう港町宇出津の恒例
イベント。今年は能登町役場前いやさか広場で開催しま
す。寒ぶりの解体即売は10:00から。無くなり次第終了し
ます。

能
登
町

珠
洲
市

穴
水
町

　今シーズンは１月５日（木）より営業します。（積雪 30cm 以上
で滑走可能となった場合）
　なお、積雪の状況により、利用できない場合がありますので、積
雪状況を確認のうえご利用ください。

☃営業時間と料金

区　分 午　前
10:00 ～ 13:00

午　後
13:30 ～ 16:30

ナイター
18:30 ～ 21:00

営業
月～土曜日 － － ○
日曜日・祝日 ○ ○ －

料金

半日券 1,500 円 1,500 円 －
１日券 2,000 円 －
ナイター券 － － 1,500 円
シーズン券 6,000 円（営業期間中無制限）
レンタル用品 板・靴・ストックセット   1,500 円

※積雪 30㎝以上で滑走可能です。
※営業時間以外でも、積雪があればゲレンデは利用できます。
　（リフト・管理棟は利用不可）
※営業時間外に団体で管理棟等を使用したい場合は事前にお問い　
　合わせください。

☃市民スキー教室の開催（受講無料）
　【日　時】　2 月 5 日（日）
　　　　　　10:00 ～ 12:00
　【受　付】　9:00 ～ 10:00
　※リフトを利用する方はリフト
　　券の購入が必要です。
　※スキーのできる服装（スキー
　　ウェア、スキーグローブ、帽子、
　　ゴーグル等）でご参加してく
　　ださい。
　※レンタルスキーの利用を希望
　　する方は申込時に連絡ください。

　　　　　問三井スキー場　☎２６－１４４３（営業時間のみ）
　　　　　　※積雪の状況で休業の場合は電話対応できません。
　　　　　　教生涯学習課　☎２３－１１７６（平日のみ）

“ お 待 た せ し ま し た ”

三井スキー場
の 営 業 を 開 始 し ま す ! !

（男女共同参画事業）
男と女のダンダーラ作品

　父親も　休暇育児で　

　　　　　球界クジで　指名決め

男女共同参画社会とは…
　◎真の意味での「適材適所」が男女
　　にかかわらず果たされる
　◎性別にかかわりなく、多様な活動
　　が選択できる社会

問教 生涯学習課　☎   ２３－１１７６　FAX ２３－１１２９
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く
ら
し

事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
　
　
　

経
済
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を
！

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
を
2

月
1
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

1
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。
調
査
票
に
記

入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市 

企
画
課

　

☎
（
23
）
１
１
１
３

戦
傷
病
者
・
戦
没
者
遺
族
相
談

　

戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族
相
談

員
は
、
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族

の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
指
導
・

助
言
を
行
い
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
業
務

を
委
託
さ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

戦
傷
病
者
相
談
員
は
県
内
に
９

人
、
戦
没
者
遺
族
相
談
員
は
19
人

配
置
さ
れ
、
各
種
年
金
お
よ
び
給

付
金
の
受
給
・
生
活
上
の
問
題
等

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

輪
島
市
で
活
動
す
る
相
談
員

は
、
次
の
２
人
の
方
で
す
。

◎
戦
傷
病
者
相
談
員

　
　

時
田　

民
夫　

氏

◎
戦
没
者
遺
族
相
談
員

　
　

島
田　

は
つ
子　

氏

問
市
福
祉
課

　

☎
（
23
）
１
１
６
１

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

日
本
生
活
金
融
公
庫
の
「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
や
大
学

等
へ
の
入
在
学
時
に
か
か
る
費
用

を
対
象
と
し
た
公
的
融
資
制
度
で

す
。
学
生
（
生
徒
）
1
人
に
つ
き

３
０
０
万
円
以
内
を
、
固
定
金
利

で
利
用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利

息
の
み
の
返
済
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

に
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
皆
さ
ま

に
「
災
害
特
例
措
置
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
左
記
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０

－

0
0
8
6
5
6

税
理
士
の
無
料
税
務
相
談

　

北
陸
税
理
士
会
輪
島
支
部
に
よ

る
無
料
税
務
相
談
を
開
催
し
ま

す
。

日
時

　

2
月
23
日
（
木
）
9
時
～
16
時

会
場　

　

輪
島
商
工
会
議
所
5
１
１
会
議
室

問
輪
島
税
務
署

　

☎
（
22
）
２
２
４
１

募
集

測
量
士
・
測
量
士
補
試
験

試
験
日
時　

5
月
20
日
（
日
）

◆
測
量
士　
　

10
時
～
14
時

◆
測
量
士
補　

13
時
半
～
16
時
半

試
験
地　

富
山
・
東
京
・
大
阪
他

願
書
交
付

　
1
月
5
日
（
木
）
よ
り
交
付
を

開
始
し
ま
す
。

　

郵
送
に
よ
り
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
願
書
請
求
○

通
」
と
朱
書
き
し
、
宛
先
明
記
の

返
信
用
封
筒
（
角
形
2
号
以
上
）

に
必
ず
所
要
の
切
手
を
貼
っ
た
も

の
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
郵
送
に
よ
る
願
書
請
求
先

○
国
土
地
理
院

　

〒
３
０
５

－

０
８
１
１

　

茨
城
県
つ
く
ば
市
北
郷
1
番

○
国
土
地
理
院
北
陸
地
方
測
量
部

　

〒
９
３
０

－

０
８
５
６

　

富
山
市
牛
島
新
町
11
番
7
号

願
書
提
出

　

2
月
13
日
（
月
）
ま
で
に
国
土

地
理
院
総
務
部
総
務
課
ま
で
持
参

ま
た
は
郵
送
（
消
印
有
効
）
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

合
格
発
表
　

7
月
20
日
（
金
）

問
国
土
地
理
院
総
務
部
総
務
課　

　

〒
３
０
５

－

０
８
１
１

　

茨
城
県
つ
く
ば
市
北
郷
1
番

☎
０
２
9

－

８
６
４

－

８
２
１
４

ふ
ぐ
処
理
資
格
者
試
験
準
備

講
習
会

日
時　

２
月
１
日
（
水
）

　

実
技　

9
時
～
12
時

　

学
科　

13
時
～
16
時
半

場
所　

金
沢
勤
労
者
プ
ラ
ザ

（
金
沢
市
北
安
江
３

－

２

－

20
）

受
講
料
　

2
万
３
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

定
員　

30
人
程
度

申
込
締
切　

定
員
に
な
り
次
第

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
（
社
）
石

川
県
調
理
師
会
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。

※
申
込
書
は
（
社
）
石
川
県
調
理

師
会
ま
た
は
県
薬
事
衛
生
課
お
よ

び
最
寄
り
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
・
地
域
セ
ン
タ
ー
に
て
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

問
（
社
）
石
川
県
調
理
師
会

☎
０
７
６

－

２
６
１

－

０
１
４
４

お
知
ら
せ

今
月
の
納
税
等
　
納
期
限　

1
月
31
日
（
火
）　

市
県
民
税
（
第
4
期
）

　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
10
期
）、介
護
保
険
料
（
第
7
期
）、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
10
期
）

広
告
欄
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無料相談

市

門
門

■市民総合相談
日時　1 月 10 日㊋ 10 時～ 15 時
場所　市役所 3 階大会議室
問　  市民課　☎ 23-1131

■人権・行政相談
日時　1 月 18 日㊌ 9 時 30 分～ 12 時
場所　門前総合支所 1 階会議室

［人権］  　市民課　☎ 42-9916
［行政］  　総務課　☎ 42-8720  

■行政相談（偶数月のみ）
日時　今月はお休みです
場所　町野支所 2 階研修室
問　  市民課　☎ 23-1131

■教育相談　☎ 23-1173
■輪島市教育相談室

■行政相談　☎ 26-2303
県政に対する意見、要望、苦情な
どを受けています。
■行政相談室

■多重債務相談（石川県司法書士会）
■電話無料相談 　
　時間　平日 10 時～ 16 時
　☎ 076（292）8133
■面談無料相談 ※水曜日のみ

　時間　18 時～ 20 時
　☎ 076（291）7070

■弁護士相談（要予約）
　日時　1 月 19 日㊍、26 日㊍ 13 時～

場所　輪島市ふれあい健康センター
問市社会福祉協議会　☎ 22-2219

■カウンセラーによる相談（要予約）
　日時　毎週木曜日　10 時～ 12 時

場所　輪島市ふれあい健康センター
問市社会福祉協議会　☎ 22-2219

輪島霊苑の休業日
　1 月 1 日㊐、8 日㊐、2 月 5 日㊐

輪島市穴水町環境衛生施設
組合火葬場の休業日
　1 月 1 日㊐、2 日㊊、8 日㊐、14 日㊏、
20 日㊎、24 日㊋、30 日㊊、2 月 5 日㊐

市

■放射線量率の推移　11/22 ～ 12/20（単位：毎時マイクロシーベルト）
最小値 最大値 期間平均期間中 過去 期間中 過去

剱地公民館 0.06 0.06 0.09 0.08 0.08
門前総合支所 0.09 0.07 0.11 0.11 0.10
三井公民館 0.05 0.04 0.07 0.06 0.06
※期間中に計測された数値に異常は認められませんでした。
測定地点は、剱地公民館・門前総合支所・三井出張所の 3 カ所で地上から
１ｍの高さで測定し、結果を記録しています。

問市総務課防災対策室　☎２３－１１１１

輪島港・舳倉島間定期船「ニューへぐら」
は検査のため 1 月 10 日（火）から 28 日（土）
の間運休いたしますのでご了承ください。
問へぐら航路株式会社　 ☎２２－４３８１

　　「能登の里山里海」 は
　　　　世界農業遺産です　＃ 2

市民の皆さまに我がまちの持つ魅力を再認識してもらうために、
世界で高く評価された「能登の里山里海」地域資源をシリーズで
紹介しています。今月は、「輪島まだら」です。

「輪島まだら」
結婚式や年季明け、祭礼などのめでたい宴席で唄われる祝い唄で
す。独特の節回し、七七七五の 26 音の歌詞の母音を長々 (5 分 )
と引いて唄うのが特徴です。起源は古く、九州佐賀の馬渡（まだら）
島から伝わったという航海の無事を祈って唄った唄だという説な
ど諸説があります。
　
昭和 41 年には「輪島まだら」「輪島崎まだら・あのり」「七尾まだ
ら」が能登のまだらとして石川県無形文化財に指定されました。「あ
のり ( 安乗 )」とは、海上安全の祈りを込めた唄という意味です。

　
「落ち着きまだら」

　　　♪めでためでたの若松様よ　枝も栄える葉も茂る
　「締めまだら」
　　　♪松にひな鶴千歳の春は　岩や清水に亀が住む

“能登の第九”まだら公演２０１１ 

　まだらの大合唱「能登の第九」は 12 月 23 日、輪島市文化会館で開

催されました。 

　まだら保存会のほか、大屋小学校の児童も自慢ののどを披露し、フィ

ナーレは舞台、 客席一体となった約 1,000 人でまだらを大合唱し、東日

本大震災をはじめ、台風豪雨など 激動の 2011 年を締めくくりました。 

▲めでたい宴席には欠かせない「輪島まだら」

補聴器（出張点検）
輪島市役所
1 階中会議室

10 日㊋　10:00 ～ 11:30
18 日㊌　10:00 ～ 15:00
31 日㊋　14:00 ～ 16:00

門前総合支所 16 日㊊　14:00 ～ 15:30
27 日㊎　10:00 ～ 12:00

町野支所 10 日㊋    14:00 ～ 14:30
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◆平成 23年度 23年災　光浦地区　水路災害復旧工事　2040-3002　光浦町　645 万円　叶建設
◆水道管布設替工事（道下工区）　門前町道下　509 万円　㈱三百苅管工

入札結果 500万円以上
平成23年11月11日～平成23年12月9日

図書館 開館時間 休館日
輪島市立図書館

☎ 22-2926
門前図書館

☎ 42-0129

９：３０～１８：００
土日：９：３０～１７：００

毎週月曜日、祝日
毎月第 4木曜日

町野分館
☎ 32-0316

８：３０～１７：００
土：１３：００～１７：００ 毎週日、月、祝日

～ 新 刊 の ご 案 内 ～
幾千の夜、昨日の月　　　　　　角田　光代
北の五稜星　　　　　　　　　　植松三十里
贖罪の奏鳴曲　　　　　　　　　中山　七里
春待ち海岸カルナヴァル　　　　木村　紅美
御隠居忍法　刺客百鬼　　　　　高橋　義夫
ジョン・マン　大洋編　　　　　山本　一力
完四郎広目手控　不惑剣　　　　高橋　克彦
巴里茫々　　　　　　　　　　　北　　杜夫
真夜中の手紙　　　　　　　　　宮本　　輝
草原の風　下巻　　　　　　　　宮城谷昌光
平賀源内　　　　　　　　　　　白石かおる
雨の背中　　　　　　　　　　　中場　利一
アンチェルの蝶　　　　　　　　遠田　潤子
お別れの、そのあとで　　　　　伊藤たかみ
いのちの理由　　　　　　　　　さだまさし
流燈記　　　　　　　　　　　　三浦　哲郎
怪談　　　　　　　　　　　　　柳　　広司
人生に七味あり　　　　　　　　江上　　剛
鶴見總持寺物語　　　　　　　　齋藤　美枝
妻と共に歩んだ道　時田民夫作品集

ほか多数

図 書館へ行こう！
■ 輪島市立図書館の催し
雑誌のリサイクル
1月4日（水）～18日（水）
　※お一人3冊まで　　　
　　無くなり次第終了

こんぺいとうのお正月おはなし会
1月7日（土）
14:00～15:00

よちよちさんのおはなし会
1月12日（木）
10:30～11:00
対象：0～2歳児の親子

読書会
1月15日（日）
13:30～15:00
ﾃｷｽﾄ「泣き上戸の天女」
　　　　田辺　聖子／著

ききみみずきんのおはなし会
1月21日（土）
14:00～15:00

■ 門前図書館の催し
新春 !! かるた大会＆百人一首大会 !!
1月7日（土）
13:30～
対象：幼児～一般
（幼児は要保護者同伴）

０・１・２おはなし会
1月11日（水）
11:00～11:30

親子映写会（入場無料）
1月28日（土）
14:00～
対象：幼児～一般
手塚治虫の「ユニコ」
を上映します。

●年始のお知らせ
　市立図書館および門
前図書館は、1月４日
（水）の 9：30から開館
します。新年もよろし
くお願いします。

HP http://www.city.wajima.ishikawa.jp/lib.htm
◎インターネットや携帯電話などで本の予約ができます。
　事前にパスワードの登録が必要です。

★有料道路におけるＥＴＣや精算機の利用方法などを手話
や字幕付きで解説したＤＶＤ「聴覚障がい者のための安全・
安心・快適ハイウェイドライブ」を輪島市立図書館、門前
図書館に備えています。必要な方はどうぞご利用ください。

問いしかわ食のてんこもりフェスタ実行委員会（石川県庁地域振興課内）
　☎０７６－２２５－１３１２　　URL　http://www.pref.ishikawa.lg.jp/shinkou/

いしかわ食のてんこもりフェスタ
2 月 5 日（日）　10:00 ～ 16:00　石川県産業展示館 3号館（金沢市袋畠町）　※入場無料

　いしかわの豊かな食材を活用した県内各地のご当地
グルメ団体が一堂に会して、自慢のグルメを提供いた
します。また、学生による創作メニューや、もうじき
ご当地グルメとして売り出しが予定されているグルメ
も登場します。なお、ステージでは各グルメ団体の
PRや特産品抽選会等も行います。

◆ご当地グルメブース
金澤おでん・能登鍋・小松うどん・小松塩焼きそば・
能登丼・加賀のかがやき・福招くはくいなぎさの
宝箱・KAHOKU こだわり雑炊・白山百膳・白山も
んぶらん・つるぎ TKYG（たまごかけごはん焼き）・
かわきた味噌豚どん・西能登しか丼・宝達志水オ
ムライス

◆大学生による創作メニュー　などてんこもり！！
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平成 23 年 11 月 16 日～平成 23 年 12 月 15 日
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金
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万
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■
村
の
地
物
市
様（
深
見
町
）よ
り
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社
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福
祉
協
議
会
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ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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酒
井　

健
人

中
室　

美
樹
（
門　

前
）

（
金
沢
市
）
走

出

倉　

優

紀

猪
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千
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（
二
ツ
屋
町
）

（
新
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県
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有
莉
（
大
分
県
）

（
能
美
市
）
河
井
町

吉
岡　

隆
寛

喜
多
富
士
香
（
新
橋
通
）

（
鳳
至
町
）
杉
平
町

中
町
弘
一
郎
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千
恵
（
上
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上
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吉
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村
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陽
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（
塚
田
町
）

（
飯
川
谷
）
塚
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将
人

澤
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ま
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み
（
鳳
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町
）

（
金
沢
市
）
鳳
至
町

輪島千枚田

あぜのきらめき
好評につき
1/9 まで延長決定！！

※ご来場の際はふらっと訪夢発のシャトルバスをご利用ください
　ご乗車の際は往復 500 円のお得な割引券をお買い求めください

1万 2,000 個の壮大なイルミネーション！
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初誕生記念にお子さんを広報に掲載しませんか？
2 月号（2 月に１歳になるお子さんを対象）に掲載をご希望の方は、
1月 13日（金）までに 50 字程度の原稿とお写真（裏面に名前と性
別を記入）を企画課までご提出ください。提出期限を過ぎた場合は掲
載できません。

また写真等をお持ちでなくても、事前にご連絡の上、企画課までお
越しいただければ当方で撮影いたします。なお、提供していただいた
写真は返却できません。

人口と世帯
（12 月 1 日現在）

人　　口　31,002人 （-50 人）

　　　　　　　　　　　男 14,732 人 （-27 人）
　　　　　　　　　　　女 16,270 人 （-23 人）

11 月 出生 死亡 転入 転出
男 7 27 11 18
女 9 28 15 19

合計 16 55 26 37

世帯数　12,785世帯 （-15 世帯）

（前月比） （前月比）

平成 24年　　輪島市成人式
1 月 8日 （日）　輪島市文化会館大ホール

対象者　平成 3 年 4 月 2 日から平成 4 年 4 月 1 日生まれの方
　◆当日のスケジュール　　11:45 ～　受付
　　　　　　　　　　　　　13:00 ～　アトラクション
　　　　　　　　　　　　　13:30 ～　式典

　※就学や就職のため、市外にお住まいの方も参加できます。案内ハガ
　　キが届いていない新成人の方も、参加できますのでご参加ください。
　※当日は記念写真の撮影があります。購入を希望される方は写真受付
　　にお申し込みください（2 枚 1 組 3,000 円）
　※式場には家族席および一般席も用意しています。ご家族の方や成人
　　式をお祝いしたい方もぜひご来場ください。

　　問教 生涯学習課　☎   ２３－１１７６

南み
な
み　

芽め

い依
ち
ゃ
ん

11 月 3 日生まれ【大川】
パパ壱朗さん　ママ美佳さん

はじめましてメイです。食べることが

大好き♡食べ物見つけるの得意なんだぁ。
早く歩けるようになって散歩に行きたい

なぁ。

　

安
原　

颯ふ

う

あ杏
ち
ゃ
ん

1 月 6 日生まれ【河井町】

　パパ信治さん　ママ美登里さん

ムチムチふうあです♪ もう少
しであんよが出来るよ (^_^)v 

早く、お手々繋いで歩きたい
なぁ♡

南み
な
み　

芽め

い依
ち
ゃ
ん

11 月 3 日生まれ【大川】
パパ壱朗さん　ママ美佳さん

はじめましてメイです。食べることが

大好き♡食べ物見つけるの得意なんだぁ。
早く歩けるようになって散歩に行きたい

なぁ。

　

萬
正　

健け

ん

し

ろ
う

史
郎
く
ん

1 月 5 日生まれ【輪島崎町】

　パパ俊介さん　ママ智子さん

みなさんこんにちわ。けんしろうです。
お兄ちゃんとお姉ちゃん、いとこたちに
もまれながら日々たくましく成長中だ
よ！今にきっと、一番強くなるんだ！！

南み
な
み　

芽め

い依
ち
ゃ
ん

11 月 3 日生まれ【大川】
パパ壱朗さん　ママ美佳さん

はじめましてメイです。食べることが

大好き♡食べ物見つけるの得意なんだぁ。
早く歩けるようになって散歩に行きたい

なぁ。

1 月 4 日生まれ【河井町】

　パパ貴義さん　ママ智亜希さん

はじめまして！愛実です。食べ
ることとお姉ちゃん達と遊ぶのが
大好きな女の子です。よろしくね

　

澤
田  

愛ま

な

み実
ち
ゃ
ん

南み
な
み　

芽め

い依
ち
ゃ
ん

11 月 3 日生まれ【大川】
パパ壱朗さん　ママ美佳さん

はじめましてメイです。食べることが

大好き♡食べ物見つけるの得意なんだぁ。
早く歩けるようになって散歩に行きたい

なぁ。

　

上
野　

舞ま

い

と人
く
ん

1 月 22 日生まれ【宅田町】

　パパ真規さん　ママまゆみさん

食いしん坊のまいとです。いっぱ
い食べるから、とっても大きいんだ
よ。おとーちゃんと追いかけっこし
て遊ぶのが、大好きなんだ。

南み
な
み　

芽め

い依
ち
ゃ
ん

11 月 3 日生まれ【大川】
パパ壱朗さん　ママ美佳さん

はじめましてメイです。食べることが

大好き♡食べ物見つけるの得意なんだぁ。
早く歩けるようになって散歩に行きたい

なぁ。

　

稲
垣　

初は

つ

ね音
ち
ゃ
ん

1 月 12 日生まれ【大野町】

　パパ充治さん　ママ恵美さん

ごきげんよう、初音です。お散
歩大好き。もっといろんな場所に
行ってみたいな。

南み
な
み　

芽め

い依
ち
ゃ
ん

11 月 3 日生まれ【大川】
パパ壱朗さん　ママ美佳さん

はじめましてメイです。食べることが

大好き♡食べ物見つけるの得意なんだぁ。
早く歩けるようになって散歩に行きたい

なぁ。

　

髙
浪　

和か

ず

ま真
く
ん

1 月 23 日生まれ【滝又町】

　パパ恵さん　ママみゆきさん

ぼく、かずまです。あいりお姉ちゃ
んが大好きで、いつもちょっかいを
かけているんだ♡歩けるようになっ
たら、一緒に外で遊びたいな♪
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